
看取りケアに際して

～現場の介護職員ができること～

佐倉〈ゆうゆうの里〉

ケアサービス課
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医師が一般に認められている医学的知見に基づき

回復の見込みがないと診断した入居者に対して

最期を過ごす場所及び治療などについて

入居者や家族の意向を最大限に尊重して行います。

〈ゆうゆうの里〉の看取り介護指針

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまで佐倉施設では多くの入居者を看取り、また看取りに関する様々な研究や取り組みを行ってきました。

ゆうゆうの里の看取りケアは「医師が一般に認められている医学的知見に基づき回復の見込みがないと診断した入居者に対して、最期を過ごす場所及び治療などについての入居者や家族の意向を最大限に尊重して行います。」という看取り介護指針に基づいたものになります。
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最期までその方らしく
暮らせるように
多職種が一丸となって
お手伝い

〈ゆうゆうの里〉の看取り

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に、最期までその方らしく暮らせるように、多種目が一丸となってケアを行っています。



これまでの看取りケア

・職員の力量に頼る部分が大きい

・スタンダードが十分に定着できていない

2022年4月 1度に4人の看取りケアが重なった

背景

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、その時に対応する職員の個人の力量に頼る部分が大きく、「この入居者にはこの対応をする」といったスタンダードが十分に定着できている状態ではありませんでした。
そんな中、2022年4月介護棟では1度に4人の看取りケアが重なりました。同時にこれほどまでの看取り介護を行ったことはなく、現場が混乱しました。
そこで、今までの解決の意味も兼ねて看取りケアがスムーズに実施できるよう、今回の取り組みを行いました。




看取りを対応する事で
困った事や不安だった事が
ありますか？

56%
44%

ある なし

回答数32名

看取りに関する学習を
しましたか？

アンケート実施 2022年5月実施

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずはじめに、2022年5月実際に看取りケアを行う現場の職員へアンケート調査を行いました。看取りケアに対する自信のない職員が56％、看取りの学習はしていないと答えた職員が66％もいることがわかります。




看取りのスタンダードな物品の確保

アロマディフューザー CDプレーヤー 日誌

方法 ①

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで課題を解決する方法として私たちが導きだしたのは
看取りのスタンダードな物品の確保




専用の看取りハンドブックの作成

方法 ②

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
対象者専用の看取りハンドブックの作成。




看取りチームと現場のスタッフが協力
⇒看取り対応の強化

現場スタッフ

看取り

チーム

フロア
リーダー

チーム

リーダー

ケアマネ

居室担当

中心となって看取りケアを行う
チームの結成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中心となって看取りケアを行うチームの結成。という方策です。
現在介護棟では2階の北と南　3階の北と南と4つのチームに分かれており、それぞれにチームリーダーが中心となって居室担当職員と対応の円滑化を図っています。各チームの中から中心となって看取りを行うメンバーを選出し、看取りチームを結成、そこに現場のスタッフの力をプラスして、看取り対応の強化を図ります。




対象者 Aさん 女性

５月下旬から食事量が大幅に減少。

６月より絶飲食

⇒看取り対象者となる。

事例

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回の対象者は、５月下旬から食事量が大幅に減少し、６月より絶飲食となり看取りの段階に入られた入居者のＡさんです。




●家族の思い

・童謡が好きでした。
音楽を流して欲しい。
・自然に枯れるように
逝って欲しい。

●Aさんの思い

・認知症があり、希望
は聞けず。

看取りハンドブックの作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
看取りハンドブック作成の手順として、はじめにケ計画作成担当を通して看取りケアに対する、Aさんの思いと家族の思いを聞き取りしました。
Aさんは認知症の為、直接希望を伺うのは難しかったのですが、
家族より「童謡が好きでした、音楽を流してほしい」「自然に枯れるように逝ってほしい」という思いを聞くことができました。



Aさん専用の看取りハンドブック

A

看取りハンドブックの作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
伺った本人・家族の希望やお好きだったことから具体的なケア方法を整理し情報をチームの職員と共有し、Aさん専用のハンドブックを作成しました。




快食

〈食事〉

快眠

〈睡眠〉

快便

〈排泄〉

快清

〈清潔〉

快適

〈環境〉

「イエズスみこころ病院ホスピスケア」より

「5つのポイント」に添って作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
看取りケアの具体的な方法については、看取りケアに力を入れているホスピスで取り入れられている「５快」の考えに基づいて検討しました。
「５快」とは快食、快眠、快便、快清、快適の５つの快からなる看取りケアの考え方です。




目標

中項目
（環境支援のポイント）

小項目
（環境支援の具体例)

Ⅰ 見当識への支援 （4）
Ⅱ 機能的な能力への支援 （3）
Ⅲ 環境における刺激の質と調整 （8）
Ⅳ 安全と安心への支援 （2）
Ⅴ 生活の継続性への支援 （3）
Ⅵ 自己選択への支援 （4）
Ⅶ プライバシーの確保 （3）
Ⅷ 入居者とのふれあいの促進 （4）

目標

手段

PEAP日本版３ 構成

快適

〈環境〉

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　認知症高齢者のため環境指針　PEAP日本版３では5快の中でも「快適」つまり環境の部分を現場の介護職が一番力を入れて関わる項目として、８項目で構成されています。



１見当識への支援
・起床時には挨拶をし日付、時間 天気等を伝えます。

２機能的能力への支援
・状態を観てアロマを使用し、手や四肢をさする等、リラックスしていただくように支援します。

３刺激の質 調整
・２時間毎に訪室し、室温・湿度等を確認し、日中はカーテンや窓を開け、外の様子を話し、季節

を感じていただきます。
４安全 安心への支援

・終日、２時間毎（状態による）に訪室し、体位交換します。
５生活の継続性への支援

・自然がお好きなので花などを飾ります。
・ベットから見える位置に写真を飾ります。

６自己選択の支援
・本人の状態を確認し、お好きな童謡のCD曲を流したりします。

７触れ合いの促進
・体調の良いときは状態に応じ、リクライニング椅子に起きていただき散歩等対応します。

８その他
・家族のグリーフケアを考慮し、職員の対応日誌を作成します。

peap日本版３ 環境支援指針に基づく

快適

〈環境〉

Aさんに合わせた「５快」を作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この８項目を、Aさんの状態に合わせて具体的な対応方法を考え、内容はスライドの通りにまとめました。
その中でも、・2の機能的能力、６の自己選択の支援は特に職員同士が協力しながら、取り組みを行いました。




・家族や本人の希望を重視し形態・風味等を検討。訪問歯科や食事サービス
課と連携。

・お好きな食べ物はせんべい。（家族からの聞き取りから）

・主治医と相談し、入浴や清拭を実施。
・毎日職員２名で１日４回、口腔ケアを実施。

・理学療法士と介護職で体位を検討し、ポジショニングを統一。
・安眠に効果のあるアロマを焚く。

・医療と連携し、排便の有無や変化等に留意する。
・清潔を保ちスキントラブル予防する。

快食

〈食事〉

快清

〈清潔〉

快眠

〈睡眠〉

快便

〈排泄〉

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に「快食」です。「快食」は、Aさんの「食事」について訪問歯科や食事サービス課と検討し対応します。
「快清」は「清潔」について主治医と相談して入浴や清拭を実施します。口腔内は訪問歯科に手技を習いAさんの状態に合わせてケアをします。
「快眠」は「睡眠」について、安楽に休めるよう理学療法士と介護職で体位を検討しポジショニングを統一します。「快便」は「排泄」について留意する事柄などを表記しています。




A

職員から
・ケアカルテへの記録とはまた異なり、
メッセージに温かみを感じた。
・日誌を書くにあたり、いつも注意深く様
子を観察した。
・対象の入居者と積極的に繋がる事がで
きた。
・日誌を書く事により、対象の入居者や
家族の気持ちに、以前より増して寄り添
う事ができた。

家族から
「皆さんに良くしていただいていたのですね。本当にありがとうございます。」
感謝の言葉

職員日誌について

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、日誌の作成です。
日誌は、ある職員からの発案でした。母親を看取った緩和ケアの病棟で、会えない間の様子を看護師がノートにまとめてくれ、最期に家族に渡してくれたのでした。ノートの内容は、看護師とのささいな毎日のやり取りでしたが文面から、本人の表情などが想像でき、読み返すと今でも温かい気持ちになるので、里でも取り入れたいと希望しました。
グリーフケアの一環として、訪室した職員がその日の状態やご様子を綴る「日誌」を書くことにしました。
専用のノートを居室に置き、A様の状態を書き込みます。
「CDに合わせて手拍子をしてくれました」「今日は顔色もよく色々お話してくれました」など少しのことでも毎日のご様子がわかるようにしました。結果、職員からは「ケアカルテとは異なり、メッセージに温かみを感じた」などの感想があがりました。家族からは、「みなさんに良くしていただいたんですね。ありがとうございます。」と感謝の言葉をいただき、日誌を受け取ってくださいました。



看取りケアハンドブックに
基づくケアが実施できまし
たか？

「ハンドブックを通しＡさんを知れたこ
とで、何をすべきか考えてケアをする
ことができた」

「日常生活も看取りケアの一部である
ことを理解することができた。

いつもより丁寧なケアを心掛けた」

「声掛け一つでも看取りケアの一部で
あると感じた」

はい いいえ

80%

20%

回答数32名

8月・事後アンケート実施

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Aさんは、取り組みから2か月後の2022年8月にご逝去されました。

Aさんの看取りケアを終え、
ハンドブックに基づくケアが実施できたかどうか職員にアンケート調査を行いました。
Aさんの看取りケアを始める前は、看取りケアに対して不安に感じている職員が56％いましたが、
終了後のアンケートでは「ハンドブックを通しＡさんを知れたことで、何をすべきか考えてケアをすることができた」「日常生活も看取りケアの一部であることを理解することができ、いつもより丁寧なケアを心掛けた」等の意見があがるなど
看取りケアに対して自信を持てるようになったと感じるようになった職員が80％いることがわかりました。




・具体的でわかりやすいハンドブックを作成し、細かな部分ま
でケアを統一したことが、これまでの看取りに対する不安を
なくすことに繋がった。

・日誌を通じて看取りケアの様子を伝えることができ、面会に
来られない家族へのグリーフケアの一環になった。

A
日誌

結果

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

具体的でわかりやすいハンドブックを作成し、細かな部分までケアを統一したことがこれまでの看取りに対する不安をなくすことに繋がりました。

コロナ禍、面会に来られず、家族の不安もあったと思いますが、日誌を通じて看取りケアの様子を伝えることができ、グリーフケアの一環になったと考えられます。



• 経験の浅い職員からは

「実際に病状が急変した時、変化に気づけるか不安がある」

との声もあがっている。

• 終末期の変化など基礎的な看取りケアに関する研修の強化。

今後の課題

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
看取りケアに対して自信をつけた職員は増えましたが、経験の浅い職員からは「実際に病状が急変した時、変化に気づけるか不安がある」との声もあがっています。終末期の変化など基礎的な看取りケアに関する研修の強化などが今後の課題であると考えられます。




参考資料
1） 児玉桂子・古賀誉章・沼田恭子・下垣光編：PEAPにもとづく認知症ケア
のための施設環境づくり実践マニュアル、中央法規、2010. 8
2） http://www.kankyozukuri.com/

ご清聴ありがとうございました
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